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１．はじめに
最近韓国の福祉政策で多くの変化があり，韓国の福祉政策の歴史で初めて福祉を試みる政府は，キムデジュン政府と言える。キムデジュン政府が組閣されて国民の福祉について国家の責任を強化して福祉政策をはじめたためだ。その前政権にはなかった政府の社会福祉政策に対して，多くの政策論争や批判も出て来た。本稿ではキムデジュン政府から現在のノムヘヨン政府までの韓国の社会福祉政策における政策の変化を調べて見る。
２．キムデジュン政府について
キムデジュン政府が始まったとき韓国は経済的危機に直面していたために，経済的克服と国民の福祉という二つを遂げなければいけない状況であった。キムデジュン政府では経済的克服を試みる政策を進めながら同時に社会福祉の多くの部分を改編しながら，国民の福祉について多くの政策を推進した。
キムデズン政府で実施した社会福祉政策を見ると，一番目は国民年金制度を労働者は言うまでもなく自営業者までぜんぶ含めて一つてに統合した。二番目は医療保険を，単一医療保険制度で一元化したおかげで，保険料が全国的基準で統一して給与範囲も拡大した。国民の医療保護を市場の役割強化から社会連帯性と医療保障で国家の役割強化する方向へ政策を転換した。三番目は，雇用，産災保險の適用を拡大して，積極的労働市場政策概念を導入した。そのため国家責任が強化された。四番目は，以前の生活保護制度から国民基礎生活保障に代わって，公共扶助に対して国民の権利を明視することで，貧民に対する国家責任を強化して社会安全網を拡充した。
韓国ではキムデジュン政府の社会福祉政策に対して，学者等がその改革路線はどんな性格をもっているのか，どんな福祉国家類型に属するかについて論争が提起されて来た。その一番目は，キムヨンミョン教授は，キムデジュン政府の福祉改革の基本方向は，国家責任を強化したから福祉国家の性格が強いと主張した。二番目は，ナムチャンソブ教授が，キムデジュン政府の福祉改革はエスピンーアンデルセンの福祉国家類型の中で保守主義的性格を持っていると評価した。三番目は，キムヨンボン教授は，エスピンーアンデルセンの世界化と新自由主義圧力に対して，西欧福祉国家などの対応様式を基として労働市場の構造と所得移転の社会福祉制度へ焦点を合わせいると評価した。四番目は，ジョヨンフン教授が，改革の内容と成果が国家の実質的責任の強化より市場依存性を強調したため，新自由主義的であるという主張です。上のどんな主張があがっているにしても間違っているにしても，キムデジュン政府が韓国の福祉政策の転換点になったのは間違ない。そして　エスピンーアンデルセンの類型に近くても，一層福祉国家に近くなった。

３．ノムヒョン政府について
キムデジュン政府の次のノムヒョン政府は，基本的でキムデジュン政府の重要福祉改革政策を，維持・継承し，もっと国家の責任を強化している。キムデジュン政府が福祉国家に第一步
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 HYPERLINK "javascript:qlink('み')" み出し始めたというならば，ノムヒョン政府は一步一步と歩いていると言える。キムデジュン政府とノムヒョン政府の社会的背景の差を見ると，キムデジュン政府は国際通貨基金(IMF)という経済的危機克服と大量失業問題が背景にあり，ノムヒョン政府は貧富の差の社会的問題は社会的統合と高齢者社会の背景があった。
ノムヒョン政府は　基礎生活保障制度の充実化，健康保険財政統合の完成，国民年金の現骨格を維持しながら内的な充実を期するなどの公約を，キムデジュン政府が推進した政策通りに継承しようとした。そして保育料50％国家負担，公共保健体系の拡充，障害者，非正規職など社会的差別の禁止などが，キムデジュン政府より一步進展した福祉政策を後押した。それ以外でも国民年金基金管理監督体系強化のために，国民年金基金運用議員会常設化，４台社会保険の賦課徴収業務の国税庁移管，障害手当て拡大と金額の現実化，敬老年金の普遍的支給，健康保険支払う制度に総額予算制導入なども，キムデジュン政府の限界を越して実施された部分である。ノムヒョン政府の社会福祉政策方向を見ると，積極的な脱貧困政策，福祉実現の参与，高齢者対策，新人口政策推進，障害者の差別解消　および福祉増進，健康保険の財政統合安定，国民年金の財政計算など制度の改善，公共保険医療の拡充，全国民一生の健康管理体系の構築などである。　
４．おわり
ノムヒョン政府の福祉政策方向だけを持って，現政府の福祉政策を判断するは無理がある。その上また現政府には改革課題も多く解決しなければいけない問題も多く残っている。でも今までの多くの政権は，福祉部門について国家政策上の明確な地位を固めていないなど，あるいは政権の正当性維持ために，経済成長または経済安全の補助的手段として福祉制度を認識しておろそかに扱ってきていたと言っても過言ではない。それに比べてノムヒョン政権の積極的福祉政策の推進戦略は，福祉を強く鼓舞し，時期的にも適切な政策として，歴代どんな政府でも実行できなかった福祉国家への進展に対する基盤の確立を期待できると思われる。
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